
３ 魏晋南北朝時代・隋唐の統一王朝
〔制度〕

《時代の特色》 ①地方では が勢力をふるう ・政治的分裂 ①強力な統一王朝生まれず，分裂と交代

・大土地所有盛ん ②中央では が権勢をふるう貴族社会 ②北方民族の侵入と支配を許す
220

華北〕 （ ， ) 208 赤壁の戦い 曹操が敗れ，三国鼎立が決定的となる 【魏の官吏登用法】 法

三 人口 440万人 220 魏の （文帝）が帝位につき，後漢王朝滅亡 ★豪族の中央官界進出すすむ

国 江南〕 （孫権）都 建業 有力武将に司馬仲達 「上品に寒門なく，下品に勢族なし」

時 230万人 234 五丈原の戦い 諸葛孔明の死 『巨星墜つ』 【魏の土地制度】 制

代 四川〕 （劉備玄徳） 239 邪馬台国女王卑弥呼の使者の来訪 流民や兵士に強制的に耕作地

人口 94万人 263 魏が を滅ぼし併合 を割当てて耕作させる

280

西 都は洛陽 265 が魏の帝位を奪い建国 【西晋の土地制度】 法

晋 280 を滅ぼし, 一時統一を実現 法

の侵入により滅亡 300-308 の乱 諸王族の反乱により衰退

316

五胡 華北〕五胡十六国の抗争 383 ﾋ 水の戦い 前秦の苻堅が東晋に敗れ，統一に失敗

十六 チベット系 ， これにより南北の分立が決定的となる

国時 モンゴル系 ， ，

代 江南〕東晋 の支配 都 建国者 農民・豪族の移住が盛ん ・江南の開発が進む
439

南 華北〕北朝 ・東魏 ・北斉 【北魏の土地制度】 制

北 ( 族の拓跋氏） ・西魏 ・ ・ 隋の統一 485 帝が制定

朝 漢化政策 都 平城・洛陽 ・ 【北魏の村落制】 制

時 【西魏の兵制度】 制

代 江南〕南朝 ・ ・ ・ 六朝文化 貴族社会

589
文帝 581 北周の外戚 が建国 【法 律】 律令の制定

589 南朝の を征服し中国を統一 律令体制 【土地制度】 制

中央集権的諸制度を制定（律令体制の樹立） 《北方民族》 【税 制】
隋 煬帝 大土木事業や積極的な外征を行う トルコ系の の台頭 【兵 制】 制

の完成 華北と江南を結ぶ交通動脈 582 隋はこれを破り, 東突厥を服属させる【官吏登用制】 （選挙）

都 ３回に及ぶ の失敗 607 日本より遣隋使

滅亡 大農民反乱 ・

618
①高祖 唐公 が建国 《中央集権的な統治制度の整備》

【法 律】 刑法, 行政法,

②太宗 ( ) 627〜649 治世は 律令体制の整備 補足, 細則

630 東突厥を服属させる 【官 制】 省 詔勅の立案

③高宗 657 西突厥を服属 《周辺諸国支配》 貴族社会 三省 省 詔勅の審議
領土は最大 660 百済を滅ぼす 羈縻政策 省 詔勅を施行 ・

東は朝鮮半島 663 白村江の戦い 設置 ６ヵ所 監察

西はアラル海 668 を滅ぼす 朝貢国 【地方】 制

【官吏任用制度】 （選挙）学科試験

《全国の土地と人民を掌握し財政と軍事力が充実》
唐 武韋の禍 （武周革命）周を建国(690〜705) 【土地制度】 制 ★北魏との相違

韋后が実権 710 李隆基のクーデター 【税 制】 制

【兵 制】 制 折衝府で訓練
玄宗 712 〜756 治世は 〔楊貴妃〕

・長安は人口 100万人の国際都市 「盛唐」唐文化の全盛期

都 内陸交易にイラン系 人，南海貿易にアラブ人( ）活躍 均田制の動揺 均田農民の困窮・没落

★外来宗教が盛ん 広州に市舶司をおく 710 の設置 辺境防備
755 （ ， ） 722 【兵 制】 の実施

北方民族 の援助で乱を鎮圧

・ 唐王朝の権威失墜 ・ 律令体制の解体

内地にも が置かれる
徳宗 780 の施行（資産・土地所有高に応じた課税） 律令体制の崩壊 【税 制】 に変わる

宰相 の献策 【土地制度】 を公認

地方）地方政権の節度使が として半独立

中央）宦官の横暴，党争の激化（牛李の争い） 894 遣唐使の廃止
875 （黄巣， ）全国的な農民反乱

907 により滅亡る
907


